
〇今まで通りの 〇人数が足りない場合 〇平日は部活動、 〇部活動の設置がな 〇地域移行のために 〇マルチスポーツは
　各中学校部活動 　でも活動継続は可能 　休日はクラブ等 　い学校の生徒を中 　編成されたチーム 　今後おおいにあり得る

　複数のチームで 　心とした編成 　・競技団体や教育委員会 「習い事」も同様
〇活動縮小の方向 〇地区中体連への 　の練習参加可能 　　主導の教室的活動

　・平日の活動時間短縮 　申請と地区中体連 　※それぞれのチームが了解 〇ネット高、ボール 　・ジュニアチームや一般 　※それぞれのチームが了解

　・休日の活動制限 　によるマッチング 　していることが望ましい 　が「一般」条件 　　チームのカテゴリー拡大 　していることが望ましい

  　JVRMRS 　　JVAMRS 　　JVAMRS 　　JVAMRS 　　JVAMRS 　　JVAMRS

　　「中学校」 　　「中学校」  「中学校」or「U14」 　「中学校」「ヤングクラブ」 　　  「U14」 　 左のいずれかの種別

 　　　二重登録可能
　県協会チーム登録 　県協会チーム登録（それぞれ） ※大会参加する方で個人登録 　県協会チーム登録 　県協会チーム登録 　県協会チーム登録

　県協会チーム登録

★学校教員　★部活動指導員　★外部指導者 ★JSPO公認の指導者資格必要

資格を取得し、「兼職兼業」の許可を得れば教員によるクラブ指導可になる場合あり 　　　2025年７月末まで取得期間

★日本バレーボール協会HP　　　https://www.jva.or.jp/ 新潟県バレーボール協会
★新潟県バレーボール協会HP　　https://nva.jp/ 中学校部活動地域移行準備委員会
★新潟県中体連HP　　　　　　　http://www.niigata-chutairen.jp/ 　　　　　　　担当　川辺　和彦　

　　　　　kazuhiko01-kawabe@city-niigata.ed.jp
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バレーボールに関しては
左のいずれかのパターン

のチームに所属

中体連主催の大会について 協会主催（新人大会含む）の大会について

※本年度中に令和9年度以降の中体連主催全国大会の在り方（有無も含む）
の方向性を確定する。　（公財）日本中体連「R5年度活動方針」より

その他
※新潟市教委は「R8年４月から休日の部活動を行わない」ことを明言。
「地域移行」に関して、各市町村や学校によって進度に差があるのが現状。

★中学校部活動ならびにその合同チームについては、今まで通り。
★地域クラブ等については年度初めに地区中体連に申請、審査、認定を経て
参加資格を得る。（R5年度の実績：上越地区2チーム、中越地区なし、下越
地区２チーム、新潟地区なし、全県で４チーム　　今後認定されたチームを
県中体連HPで情報公開するとともに、公開された情報通りの活動なのかを
検証できる体制づくりを求めていく）
★選手ならびに指導者は、予選から全国大会まで同一チームの登録とし、二
重のエントリーはできない。

★「中学校」「ヤングクラブ」「U14」のいずれかに登録したチームが参加
できる。新人への切り替えの段階での選手の登録変更を認める。（8月末期限）

★北信越新人大会につながる予選について、クラブチームの参加は各地区大
会からとする。
★その他の協会主催大会については、要項に参加可能チームを明示する。
★県新人大会については新たなスポンサーを得る予定。それに伴って名称も
若干変更の予定。
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2023 新潟県バレーボール協会

5月現在 中学校部活動地域移行準備委員会

複数のカテゴリーを有する場合はそれぞれで登録

中学校部活動 合同チーム
部活動とクラブ

の重複
ヤングクラブチーム 地域クラブチーム 他種目との重複

はやわかり　中学校部活動の地域移行　バレーボール編
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